
■
こ
れ
ま
で
の
高
梁
市
議
会
の
対
応

　

平
成
22
年
３
月
定
例
会
で
は
、
選

択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法
の
一

部
改
正
に
反
対
す
る
陳
情
が
採
択
さ

れ
、
高
梁
市
議
会
と
し
て
内
閣
総
理

大
臣
、
総
務
大
臣
、
法
務
大
臣
、
男

女
共
同
参
画
担
当
の
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議

長
に
選
択
的
夫
婦
別
姓
に
反
対
す
る

意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
説
明

の
中
で
は
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
に
対

す
る
国
民
的
合
意
が
な
い
こ
と
、
伝

統
的
家
族
の
価
値
観
を
尊
重
す
る
国

民
感
情
が
根
強
い
こ
と
、
別
姓
と
な

れ
ば
子
ど
も
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

我
が
国
の
将
来
に
大
き
な
禍
根
を
残

し
て
し
ま
う
と
危
惧
さ
れ
る
こ
と
等

が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
他
の
議
会
の
対
応

　

岡
山
県
議
会
で
は
、
令
和
３
年
２

月
定
例
会
で
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
の
法
制
化
に
反
対
す
る
意
見
書
案

に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
特
別
委
員
会
報
告

９
月
定
例
会
導
入
に
向
け
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
研
修
会
を
実
施

タブレット端末の初期設定

講師を招いた研修

　
６
月
定
例
会
で
は
、
市
内
の
市
民
団
体
か
ら
、
高
梁
市
議
会
と
し
て
選
択
的
夫

婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
進
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
、国
の「
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」策
定
に
際
し
て
注
目
さ
れ
、

ま
た
、
会
期
中
の
６
月
24
日
に
は
、
最
高
裁
判
所
大
法
廷
の
憲
法
判
断
が
示
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。　

岡
山
県
内
の
市
町
村
議
会
で
は
、

県
議
会
と
同
様
の
判
断
を
下
し
た
議

会
も
あ
れ
ば
、
倉
敷
市
議
会
の
よ
う

に
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を

求
め
る
意
見
書
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
た
議
会
も
あ
り
ま
し
た
。

■
高
梁
市
議
会
は
継
続
審
査
へ

　

委
員
会
審
査
に
際
し
て
、
意
見
陳

述
に
よ
り
陳
情
し
た
団
体
か
ら
詳
し

く
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
夫
婦
別

姓
を
認
め
な
い
の
は
国
際
的
に
日
本

だ
け
で
あ
る
こ
と
、
世
論
調
査
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
若

い
世
代
ほ
ど
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認

め
て
い
る
こ
と
等
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

委
員
会
審
査
の
中
で
は
、
ま
だ
ま

だ
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
継
続

審
査
と
な
り
、
本
会
議
で
も
、
継
続

審
査
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
所
管
す
る
市
民
生
活
委
員
会

で
の
調
査
を
経
て
、
結
論
が
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
団
員
は
、
日
本
共
産
党
の
市
議
会
議
員
と

し
て
、
憲
法
を
生
か
し
、
地
域
や
市
民
の
声
を
議
会
に

生
か
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
安
心
安

全
な
地
域
づ
く
り
、
毎
日
の
暮
ら
し
や
福
祉
の
増
進
の

た
め
に
、
高
梁
市
に
対
し
て
も
国
に
対
し
て
も
物
申
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
当
会
派
以
外
の
議
員
の
方
々
と

も
協
力
共
同
の
立
場
で
頑
張
り
ま
す
。

平成29年内閣府の世論調査の結果より

　

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
特
別
委

員
会
で
は
、
令
和
２
年
６
月
定

例
会
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

に
よ
る
連
絡
や
議
場
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
持
ち
込
み
を
試
行
と
し

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
、「
高
梁
市
議
会
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
基
本
計
画
」
や
使
用
基

準
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
大
き

な
課
題
と
し
て
、
個
々
の
議
員

で
異
な
る
経
験
や
技
能
の
差
を

埋
め
、
本
会
議
や
委
員
会
で
十

分
に
活
用
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
初
期
設
定
に
際
し
て
は
、
で

き
る
限
り
議
員
も
立
ち
会
い
、

ま
た
、
議
会
運
営
に
係
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
使
用
に
特
化
し
た
操

作
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

　

習
う
よ
り
慣
れ
ろ
の
面
が
大

き
い
と
は
い
え
、
全
て
の
議
員

が
議
会
活
動
に
お
い
て
十
分
に

使
い
こ
な
せ
る
よ
う
、
議
員
同

士
助
け
合
い
、
高
め
合
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

会
派

日
本
共
産
党
高
梁
市
議
員
団
                

を
結
成
し
ま
し
た
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会
派
を
結
成
す
る
に
あ
た
り
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子どもにとって
好ましくない
影響があると思う

その他 わからない 子どもに影響は
ないと思う

総　数（2,952 人）

男　性

女　性

18～ 29歳

30～ 39歳

40～ 49歳

50～ 59歳

60～ 69歳

70歳以上

選択的夫婦別姓制度についてどう思う？子どもへの影響は？

わからない婚姻をする以上、夫婦は必
ず同じ名字（姓）を名乗る
べきであり、現在の法律を
改める必要はない

夫婦が婚姻前の名字（姓）
を名乗ることを希望して
いる場合には、夫婦がそ
れぞれ婚姻前の名字（姓）
を名乗ることができるよ
うに法律を改めてもかま
わない

夫婦が婚姻前の名字（姓）を
名乗ることを希望していて
も、夫婦は必ず同じ名字（姓）
を名乗るべきだが、婚姻に
よって名字（姓）を改めた人
が婚姻前の名字（姓）を通称
としてどこでも使えるように
法律を改めることについては
かまわない

選択的夫婦別姓制度
市議会の対応は？
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